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1. 緒言 
1937 年、車いすに関する 1 つの特許が取得された。それ

は、細身の鉄のパイプと布製のシートが組み合わされた車い

すでフレームが折りたためるようになっている。これより以

前の車いすは家庭にある木製の車いすに車輪を取り付けたも

のだった。これを初めとし車いすは進化を遂げ、現在ではあ

る程度の上下方向の振動を吸収できるサスペンションや、油

圧ダンパーがフレームやキャスタに備わった Active-車いす

などがある。 
 1964 年前後、アメリカから病院や施設などに備われている

「標準型車いす」が輸入された。約 40 年経った現在でも形

を変えることなく備品として置かれている。標準型車いすは

身長 170~175[ｃｍ]の人を想定して作られた物である為、小

柄な体系が多い日本人の高齢者には適しているとは言えない。

また、運搬用として短時間の使用を目的としている為、重く

動かしにくいだけではなく振動を吸収する機能が全く備えら

れていない。故に、長時間使用に適さない。 
 そこで、キャスタの改良も含め高齢者に適した車いすの設

計開発を行う為、実際に路面走行しキャスタの振動状況を調

査する事にした。 
 
2. 実験装置および方法 

3 軸加速度センサＫＸＭ52-1050 を基盤に半田付けし、車

いすの前輪部のキャスタに取り付けＡＤ変換ボード

CSI-320412 を用い Microsoft Visual Basic により振動の計

測を行った。その後、高速フーリエ変換を行うことにより振

動波形中に形成される周波数の正弦波の振幅をパワースペク

トルで算出した。 
測定に使用した車いすはフレームおよびキャスタにプル式

ショックアブソファーとイニシャル調整を備えたリアサスペ

ンションを装備したものである。 
  

3. 実験結果および考察 
Fig.１に 3 軸加速度センサにより測定した上下方向の振

動結果を示す。Fig１の縦軸は出力電圧[v]を表している。

横軸は時間［sec］を表している。 
Fig.2 に 3 軸加速度センサにより測定したアスファルト

のｘ軸、ｙ軸、ｚ軸の振動結果を示す。単位は Fig１と同

様である。 
測定は、人がハンドリムをこぐ為、力やスピードを一定

に保つことが出来ない。また、場所の状況によって無意識

に制御してしまうため多少の誤差が生じる。 
測定したキャスタにはサスペンションが備え付けられて

いた為、ある程度の振動を吸収していると思われる。しか

し、点字ブロックのような目で見て判断できる段差より平

らだと思いがちであるアスファルトが一番大きな振動を起

こす事が分かった。 

4. 結言 
計測に使用した車いすは Active-車いすだったが、標準型

車いすなど、多くの種類でも測定を行う。 
振動数および周波数の比較を行うと伴にどの周波数が人

間にとって不快であり身体に影響がでるかを見定め、車い

すユーザーの安全を第一に個々にあった機能、見た目も重

視した車いすの設計開発が今後の研究の課題である。 
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Fig.1  Acceleration Data 
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Fig.2  Acceleration Data 
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